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コ〈
D
現目

室
戸
海
洋
深
層
水
（
高

知
県
室
戸
市
、
小
松
静
雄

社
長
、
0
8
8
7
・
2
2

・
3
2
0
2
）
の
主
力
製

品
は
、
室
戸
海
洋
深
層
水

を
1
0
0
%
原
料
と
し
た

食
塩
と
に
が
り
。
①
海
水

濃
縮
②
蒸
発
に
よ
る
結
品

化
③
遠
心
分
離
機
に
よ
る

塩
と
に
が
り
の
分
離
④
温

風
乾
燥
ー
と
い
う
工
程
で

製
造
す
る
。

こ
の
中
で
最
も
燃
料
コ

ス
ト
が
か
さ
む
の
が
、
蒸

気
釜
に
よ
る
海
水
濃
縮
と

結
品
化
の
工
程
で
、
2
0

1
0
年
の
A
重
油
使
用
量

は
年
間
4
1
5
J
幻
。
そ

の
後
、
高
知
工
科
大
学
と

共
同
開
発
し
た
減
圧
濃
縮

技
術
に
よ
り
、
日
年
に
は

同
1
9
0
J
約
ま
で
削
減

し
た
。
た
だ
「
今
後
増
産

を
行
う
と
燃
料
使
用
量
の

増
加
も
予
想
さ
れ
る
」

（
小
松
静
雄
社
長
）
こ
と

か
ら
、
凶
年
の
本
社
工
場

移
転
を
機
に
化
石
燃
料
を

使
用
し
な
い
製
塩
工
程
の

検
討
を
開
始
。
四
国
電
力

高
知
営
業
所
の
紹
介
で
、

ヒ
l
ト
ポ
ン
プ
を
使
用
し

た
濃
縮
装
置
を
製
造
す
る

機
械
メ
ー
カ
ー
に
出
会

い
、
日
年
7
月
に
ヒ
l
ト

ポ
ン
プ
式
濃
縮
装
置
を
海

水
濃
縮
工
程
に
導
入
し

た。
同
装
置
は
真
空
状
態
の

蒸
発
器
に
一
定
量
の
海
水

を
循
環
さ
せ
、
そ
の
内
部

を
通
る
伝
熱
管
に
海
水
が

触
れ
る
際
に
水
分
が
蒸
発

し
て
海
水
を
濃
縮
す
る
。

減
圧
下
の
蒸
発
器
の
沸
点

は
約
印
度
C
の
た
め
、
こ

れ
ま
で
排
熱
し
て
い
た
蒸

気
を
回
収
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン

海水濃縮にヒートポンプ

結
晶
化
工
程
ヘ
採
用
視
野

は
海
水
濃
縮
工
程
で
印
年
間
町
J
幻
を
計
画
し
て
コ
ス
ト
の
削
減
も
可
熊
だ

%
、
結
品
化
工
程
で
ω
%
お
り
、
「
年
聞
の
エ
ネ
ル
と
し
て
い
る
。
今
後
は
結

だ
っ
た
が
、
同
装
置
の
導
ギ
l
コ
ス
ト
で
比
較
し
て
品
化
工
程
へ
の
採
用
も
視

入
で
化
石
燃
料
の
使
用
量
も
8
0
0
万
｜
9
0
0
万
野
に
入
れ
て
お
り
、
将
来

は
凶
年
対
比
約
印
%
減
の
円
の
削
減
が
貝
込
め
る
」
的
に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
な

（
小
松
社
長
）
と
試
算
す
ど
を
設
置
し
「
化
石
燃
料

る

。

を

使

用

し

な

い

製

塩

を

目

1
日
当
た
り
の
海
水
濃
指
し
た
い
」
（
同
）
と
し

縮
量
も
、
従
来
の
2
・
4
て
い
る
。

－h
V
J

か
ら
4
J
に
増
え
る
こ
（
松
山
支
局
長
・
西
村

と
か
ら
、
さ
ら
な
る
製
造
和
憲
）

プ
で
圧
縮
し
、
約
初
度
C

に
し
て
伝
熱
管
を
通
し
て

再
利
用
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
低
減
す
る
。

同
社
の
蒸
気
使
用
割
合

海水濃縮工程に導入したヒートポ
ンプ式濃縮装置

事業所概要
b所在地＝高知県室
戸市室戸岬町3490、
0887・22・3202t>主要
生産品目＝食塩、に
がりおよび業務用海

洋深層水の製造販売
じ〉年間エネルギー使

用量 Cl4年度） 205 
キロは（原油換算）じ〉

年間C02排出量

（同） 552トン


